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“A fair complexion makes up for many a defect.” Similar sayings are found in the East as 
well as in the West. They are applied, however, only to females. There is a gender gap with 
regard to complexion. Thinking about this gap, one wonders whether any difference in skin 
color actually exists between the sexes. In pursuit of an answer, I examined men’s and 
women’s actual skin colors and their conceptions of their complexions. 
The results reveal a measurable difference in skin color between the sexes. Males have 
redder and darker skin. In contrast, female skin is characterized by being fairer and more 
yellowish. On the other hand, no clear distinction emerges in men’s and women’s conceptions 
of skin color. Both sexes tend to estimate their skin color to be fairer and more yellowish than 
the actual measured values. These results show that our estimation of our skin color, rather 
than conforming to reality, is biased toward the characteristics of female skin. This bias 
allows us to speculate on the process by which people conceptualize their skin color. It may be 
the case that, because we obtain more information about female skin, we are more profoundly 
influenced by it. 
 
 
1. 緒言 
 
肌の色は実に多様である。人種による違いは言うまでもないが、人種を違えなくとも肌の色の
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違いは存在する。即ち、人が違えば肌の色も違う。また、部位が違えば色も異なるのである。 
では、男女の間ではどうであろうか。違いがあるとすれば、それは何だろうか。第一に白さ、
黒さの違いが挙げられよう。少なくとも、実際に目にする人々の姿は、男性と女性とで肌色の明
るさを異にしているように思われる。ニュース番組では男女両方のキャスターが登場するものが
多いが、そうした画面を見るだけでも違いが指摘できよう。多くは、男性は色黒、女性は色白の
姿で映し出されるのである。 
こうした日常的な実感のみならず、実際の皮膚色の計測データにおいても、性差の存在するこ
とが指摘されている。道江らの報告によれば、世代や部位を超えて女性の方が男性よりも明度が
高く、彩度が低い傾向があるとされる
１）
 。また、別の計測データにおいても特に明度について男
女の差が明瞭に出ており、男性の方が色黒、女性の方が色白の傾向を示すことが報告されている
２）
 。 
更に、男女それぞれについて好ましい肌色を尋ねると、極めて明瞭な性差が現れる
３）
 。女性に
対しては著しく色白に傾くのである。また女性は、他者としての女性のみならず自らにも色白で
あることを求める。男性は自分自身に対して中庸な肌色であることを望む一方、女性は極めて色
白志向が強いのである。「色の白いは七難隠す」とは、江戸時代後期の化粧本から登場する言い回
しであるが、今日その意味を辞書でひけば、「女の肌が白いのは、少しくらい醜くても美しく見せ
る」とある
４）
 。色の白さが求められるのは今日に至っても女性であり、男女共通しているとは言
い難い現実がある。加えて、実際の男女の違いと社会的要求をそのまま反映するように、我々の
見る目も肌色を利用している側面がある。色黒の人物は男性、色白の人物は女性として捉えられ
る傾向も認められているのである５,６）。 
肌色をめぐる男女の違いを挙げれば、このように、第一に実際の肌色の違いがあり、第二に他
者としての好ましさにおける違いがあり、第三に自己に対する志向上の違いがある。では、実際
の肌色が違い、求められる肌色も違い、自分に求める肌色も違うのであれば、自分の肌の色に対
する認識にも違いが生じるのではなかろうか。自らの肌の色は、特に顔ともなると、自分自身で
直接確認することができない。鏡に映る自分の姿から情報を取り出し、限られた視覚経験から作
り上げる自己像だからこそ、推測過程に男女の差異が生じることも考えられる。本研究において
は、我々の認知上の特性を踏まえ、男女の肌における実態と自己の肌色の推測過程の特徴を探る
こととした。 
 
 
2. 目的 
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自らが思い描く自分自身の肌の色、及び実際の肌の色を捉え、想像と実態の両面から男女それ
ぞれの特徴を抽出することを目的とした。特に、概念色としての肌色と実際の肌色との違いに注
目し、種々の比較から現代の若者における肌の色の概念化過程を探ることを目指した。 
 
 
3. 方法 
 
3.1. 対象者 
日本人大学生及び日本人大学院生32名 
男性16名（20～28歳：23.69歳）、女性16名（20～35歳：23.81歳） 
 
3.2. 材料 
スキントーンカラー（日本色彩研究所製）
※ 
  
※色相 1YR～9YR（1.0刻み）、明度 4.0～8.5（0.5刻み）、彩度 3～5（1.0刻み）で構成され
た肌色色票群である（全 145 色）。これらの肌色色票は、色相と彩度が共通するものがプラ
スチック製の短冊の上に揃えられており、測色対象に近づけて視感測定することができるよ
うになっている。尚、各色票の大きさは12×19mmである。 
 
3.3. 方法 
3.3.1. 肌色の推測（額・頬） 
対象者自身の額及び頬の肌色を推測させ、スキントーンカラーの肌色色票から最もイメージに
近いものをそれぞれ一色ずつ選択させた。尚、選択までの制限時間は設けなかった。 
 
3.3.2. 肌色の実測（額・頬） 
対象者の額及び頬の肌色をスキントーンカラーによって視感測色した。額は両眉の間を結ぶ線
を一辺とする正三角形の頂点を測定ポイントとし、スキントーンカラーの色票と比較して最も近
い肌色を1種選択し、当該色を実測色とした。また、頬は頬骨が隆起した最も高いところを測定
ポイントとし、額と同様にスキントーンカラーによって肌色の特定を行った。尚、全ての測色は
対象者による肌色の推測の後に行った。 
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女性対象者は全員が化粧を施していたが、チーク等の頬紅の使用がないことを確認し、そのま
まの状態で推測及び実測を行った。これは、現実場面において目にする女性の肌色の把握を目的
としたことによる。 
 
 
4. 結果及び考察 
 
4.1. 基本統計量 
選択された肌色色票の三属性の値を処理し、色相、明度、彩度おける平均値、標準偏差を求め
た（Table 1参照）。また、併せて男女間の t検定、及び額-頬間の t検定、推測-実測間の t検定を
行い、各平均値間の差を統計的に検討した。各分析の結果はTable 1に示す通りである。尚、ｔ
検定の欄の数値は各組み合わせ間の分析における t値を表す。 
 
Table 1 推測された肌色と実測された肌色の平均三属性値及び各種 t検定結果 
M SD M SD
色相 6.000 2.066 6.500 2.366 0.630
明度 7.813 0.854 8.125 0.289 1.337
彩度 4.313 0.704 4.250 0.683 0.253
色相 5.625 2.391 7.125 1.708 1.959 † 0.899 1.775 †
明度 8.000 0.606 8.156 0.397 0.850 1.861 † 0.324
彩度 4.313 0.793 4.250 0.775 0.224 0.000 0.000
色相 3.250 1.438 4.063 0.998 1.791 † 4.198 ** 4.515 ***
明度 7.344 0.301 7.813 0.310 3.842 *** 2.531 * 4.038 **
彩度 4.313 1.078 3.813 0.750 1.481 0.000 2.150 *
色相 3.750 1.238 5.625 1.586 3.366 ** 1.464 3.738 ** 2.611 * 3.873 **
明度 7.531 0.340 7.875 0.342 2.679 ** 3.000 ** 0.696 4.038 ** 2.058 †
彩度 4.125 0.500 3.438 0.629 3.133 ** 0.676 3.000 ** 1.145 3.313 **
※ †p<.10, *p＜.05、**p＜.01、***p＜.001
頬の実測色
男性 女性
額の実測色
男性 女性
額の推測色
男性 女性
頬の推測色
推測-実測間
t-test t-test t-test
男性 女性 M-F 額-頬間
 
 
 
4.2. 男女間比較 
前掲のTable 1に示されるように、対象者の男女間の差異は特に実測色で明瞭に捉えられた。
まず、頬の実測色については色の三属性全てにおいて男女差が有意であったが、これより、男性
の方が女性に比して赤み寄りで明度が低く、色みの濃い肌色であったといえる。逆に女性の肌色
は男性よりも黄み寄りかつ明るく、色みが薄いという特徴を備えており、相対的に見れば、いわ
ゆる色白肌の傾向を持つ黄み寄りの肌色として捉えることができる。金子らの研究によれば、赤
みで明度が高く彩度が低いことは、くすみのない肌の特徴であるとされる
７）
 。色相こそ逆方向に
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傾いているが、女性の肌は男性に比べてくすみを示す要素の少ない肌色であるということができ
る。 
額の実測色においても、色相及び明度において有意な男女差が認められたが、何れも頬の肌色
における男女差と方向性は一致した。これより、顔の計測部位を違えても男女の肌色の特徴は安
定的に存在するものと捉えられる。 
第1項で示したように、肌色の性差を示す測定データ、つまり男性は女性に比して色黒、女性
は男性に比して色白であることを示すデータは既に存在するが１,２)、本研究の結果はこれまでに
得られている傾向に違わぬものであったということができる。だが、ここで考えなくてはならな
いのは、その男女の違いの由来である。生来の先天的な肌質の差に求めることもできるが、それ
だけではなく、日常的なスキンケアや化粧行動による影響も多分にあると推測すべきであろう。
棟方と吉川は、女性の肌色の計測データを1992年と2002年とで比較し、首のデータにおいて大
きな変化がないことと同時に、目の下や頬などの顔の肌色がより明るく変化していること示し、
この背景として、サンケア意識の変化とサンスクリーン剤や高機能美白化粧品の定着を指摘して
いる
８）
 。つまり、肌を紫外線から守り、日頃からケアすることで日焼けを防ぐことができ、結果
的にそれが肌を白く保つことに繋がることが示唆されたのである。このような研究から推察すれ
ば、男女の肌の違いはスキンケアの頻度や根源的な意識の違いによるところが大きいということ
もいえそうである。 
更にいえば、スキンケアの頻度や意識の面において男女差が生じる背後には、求められる肌色
の違いを一つの要因として考えることができる。既に述べたように、好ましい肌色を男女別に尋
ねると、女性には色白の肌色を求めることが明瞭に導かれるが、一方の男性については色黒寄り
ではあるものの、曖昧さがあり、女性に見られる程の明確な方向性を持たない
３）
 。確かなことは、
男性には女性よりも色黒であることを求めるという、相対的かつ消極的な肌色観である。ここに
は、女性にのみ肌色に関して非常に強い強制力が働くことを読み取ることができる。こうした社
会的な通念が女性のスキンケアに対する意識を高め、その結果として実際の女性の肌がより色白
に保たれ、これにより男女差が作り出されると考えることもできるであろう。 
 
4.3. 額-頬間比較 
額と頬という推測部位、或いは計測部位の違いによる肌色の違いを分析した。結果は Table 1
の通り、主に実測色において差が有意であったといえるが、男女でその差が現れる属性は異なっ
ていた。男性では明るさが額と頬とで異なり、頬の方が明るいという結果が示され、女性の方は
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色相と彩度という二つの属性において部位間の違いがあったといえる。具体的には、額の方がや
や赤みで色みが濃く、頬の方が黄赤寄りで色みが薄い傾向にあった。 
統計的に有意となった差異は男女で異なるが、何れの属性についても額と頬の差の方向性は一
致しており、部位間の肌質や血流状態の違い、日焼けに対するケアの違いなどが差として現れた
ものと考えられる。また、女性が化粧を施していたことに起因する可能性もある。顔全体にファ
ンデーションを塗布する際、部位間で明るさの差が生じないように留意することで、代わりに色
相のずれや彩度の変化が生じたことも推測される。 
 
4.4. 推測-実測間比較 
推測と実測間の t検定結果においては、男女の区別、部位の区別（額／頬）に関わらず、殆ど
の属性において有意差が認められた（Table 1参照）。まとめて表現するならば、推測された肌色
は実際よりも黄み寄りで明るく、より濃い色となる傾向があったということになる。 
まず色相であるが、男女共、推測する場面においてより黄み寄りの肌色を選択する一方、実際
の肌色はそれよりもやや赤み寄りの色となる傾向が強かったといえる。当該の結果は、額と頬と
で共通して見られ、特に女性の額の肌色においてその差が顕著であった。明度においても、男女
共、額、頬共に推測-実測間の関係は共通しており、推測の方がより明るい肌色選択となることが
分かった。ただ、彩度についてだけは男女で異なる結果が得られ、男性の結果では推測と実測結
果がほぼ一致している一方、女性の結果では推測された肌色の方がより彩度が高く、鮮やかな色
となる傾向があったといえる。 
各部位の肌色の推測結果、及び実測結果の三属性から二属性の値を取り出して散布図として表
した。Figure 1-1～6-2は男女別に結果を表した当該図である。前述の分析結果を踏まえた場合、
Figure 1-1、1-2（男性）、Figure 4-1、4-2（女性）など、色相を横軸、明度を縦軸とした場合に
は、実際の肌色よりも推測される肌色は右上方向にシフトする傾向にあることが捉えられる。ま
た、女性においては、Figure 5-1、5-2のような横軸に彩度、縦軸に明度をとったグラフにおいて
も、Figure 6-1、6-2のような横軸に色相、縦軸に明度をとったグラフでも、やはり推測される肌
色の方が図の右上に位置するという特徴がある。 
このように、推測と実測との間には差異が存在するが、これらの結果は、自分自身の実際の肌
色を黄み寄りかつ高明度に調整した上で保持している可能性を示唆する。記憶色が実際の色と異
なることは既に報告されており、柳瀬らによれば、若い女性の肌色として記憶されている色は実
際の計測値よりも色相が黄み寄りで明度が高く、彩度が低いという特徴が見られたという
９）
 。
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Fig. 1-1 推測と実測･額･男性(色相×明度)      Fig. 1-2 推測と実測･頬･男性(色相×明度) 
5.0
5.5
6.0
6.5
7.0
7.5
8.0
8.5
9.0
2.0 3.0 4.0 5.0 6.0
彩度
明
度
額-実測
額-予測
   
5.0
5.5
6.0
6.5
7.0
7.5
8.0
8.5
9.0
2.0 3.0 4.0 5.0 6.0
彩度
明
度
頬-実測
頬-予測
 
Fig. 2-1 推測と実測･額･男性(彩度×明度)      Fig. 2-2 推測と実測･頬･男性(彩度×明度) 
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0
5.5
6.0
0 2 4 6 8 10
色相(YR)
彩
度
額-実測
額-予測
   
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0
5.5
6.0
0 2 4 6 8 10
色相(YR)
彩
度
頬-実測
頬-予測
 
Fig. 3-1 推測と実測･額･男性(色相×彩度)      Fig. 3-2 推測と実測･頬･男性(色相×彩度) 
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Fig. 4-1 推測と実測･額･女性 (色相×明度)      Fig. 4-2 推測と実測･頬･女性(色相×明度) 
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Fig. 5-1 推測と実測･額･女性(彩度×明度)      Fig. 5-2 推測と実測･頬･女性(彩度×明度) 
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Fig. 6-1 推測と実測･額･女性(色相×彩度)      Fig. 6-2 推測と実測･頬･女性(色相×彩度) 
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自分自身の肌色に限定した推測か、若い女性の一般的な肌色に対する記憶色かという違いはあ
るが、色相、明度については全く同傾向の結果が得られたといえる。 
 
4.5. 分散分析 
推測と実測のずれに着目し、各対象者のデータにおいて両者の差を算出した上、当該の値を従
属変数、性別（男性／女性）、顔の部位（額／頬）を独立変数として、二要因の分散分析を行った。
Table 2 は色の各属性における分析結果（F値）をまとめた表である。ここに表されるように、
性別と顔の部位の交互作用は何れの属性においても確認できなかった。 
 
Table 2 分散分析結果 
自由度 F F F
性別 1 0.884 n.s. 1.403 n.s. 7.865 **
顔の部位 1 3.445 † 0.006 n.s. 1.267 n.s.
性別×顔の部位 1 0.173 n.s. 0.036 n.s. 0.382 n.s.
残差 72
※ **p<.01, †p<.10
色   相 明   度 彩   度
 
 
色相においては顔の部位の主効果が有意傾向であったが、これより、額の方が推測と実測のず
れが大きく、逆に頬においては両者のずれが小さい傾向にあるといえる。当該の傾向は、頬の肌
色が自身の肌色全体の概念色を支配することを推測させる。前髪や帽子などによって隠れ易い額
の肌色は頬に比べてさほど意識されない部位であるということも考えられる。 
また、彩度においては性別の主効果が1％水準において有意であると認められた。この結果は、
男性の方が彩度という属性において実際に近い肌色を推測することができ、一方の女性は男性よ
りも実際の肌色からは遠い色を推測し易いということを示す。より具体的にいえば、女性は実際
よりも彩度が高く、色みの強い鮮やかな色を自身の肌色として選び易いということになる。ファ
ンデーション等の肌色化粧品は肌に塗布する前と後では異なった様相を示す。今回の女性対象者
は何れも日常的に化粧をしていることが分かっているが、化粧品が示す肌色を客観的に見た自分
の肌色として認知することにより、より色みが強く、彩度の高い色を自分の肌色として推測した
可能性があると思われる。 
 
4.6. 多重比較 
各データ区分の間に差があるかを確認するため、多重比較検定（Scheffe）を行った。この結果、
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彩度については何れの組み合わせの差も有意ではなく、色相、明度については、Table 3-1 及び
3-2のような結果が導かれた。 
 
Table 3-1 多重比較検定結果(色相)  Table 3-2 多重比較検定結果(明度) 
推測 実測 推測 実測 推測 実測 推測 実測
推測 * †
実測 † ** *** †
推測
実測 * ***
推測 *
実測 **
推測
実測
※ ***p<.001, **p<.01, *p<.05, †p<.10
男性 女性
額 頬 額 頬
男性
額
頬
女性
額
頬
 
推測 実測 推測 実測 推測 実測 推測 実測
推測
実測 * ** **
推測
実測 † *
推測
実測
推測
実測
※ **p<.01, *p<.05, †p<.10
男性 女性
額 額 頬
男性
額
頬
女性
額
頬
頬
 
 
ここでは、男女それぞれが推測する肌色に注目したい。色相において推測される色と種々の組
み合わせを確認していくと、男性が推測する肌色は男性の実際の肌とは異なり、むしろ女性が推
測する肌色や実際の肌色との違いが不明瞭であることが読み取れる（Table 3-1参照）。女性の方は、
女性自身の実際の肌色とも異なり、男性の肌色とも異なる肌色を推測する傾向にあることが分か
る。明度に関しても、女性の実測値は他のどの区分の肌色とも明確な差を持たない（Table 3-2 参
照）。 
4.4.項において示したように、部位別に推測と実測を比較した場合には男女共色相や明度にお
いて差が存在するのであるが、何れの条件も一並びに捉えた場合には、女性の実測値が一つの軸
となっていることが窺われる。推測される肌色のイメージは、女性の実際の肌色に引き寄せられ
る可能性のあることが示唆されるといえる。 
小林らの研究では、肌の色として想像される色は女性に相応しい肌色としてイメージされる色
と類似性を持つことが示されている
９）
 。肌色として記憶されているのが、男性ではなく女性の肌
色であるということにまず注目すべきであり、更にその女性は実際の女性ではないということも
重要である。肌の色としてイメージされる色は、テレビや雑誌等のメディアによる視覚的イメー
ジに支配されている部分があると考えられるのである。小林らの研究では、自己ではなく他者の
肌色を想定して実験が行われているが、本研究のように自分自身の肌色のイメージを問うた場合
においても推測される色が実際に比べて一定方向にシフトすることは確認すべきことである。ま
た、女性寄りという方向性を持つことも小林らの研究に一致する点であり、女性にまつわる情報
が肌色に対する概念の中心に位置づけられていることも推し測られるところである。 
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5. 総合考察 
 
本研究においては、実際の肌色について有意な男女差が認められた。その差の方向性は、額、
頬共男性の方が色黒で赤み寄り、女性の方が色白で黄み寄りであることを示すものであったと要
約することができる。だがその一方で、推測される肌色における男女差は不明瞭であった。実際
の肌色において違いが存在するにも拘らず、イメージの面では大きく違いが見られないというこ
とこそ注目されるところでもある。 
部位別に推測と実測、男性と女性の平均データを確認すると、男性が自らのものとしてイメー
ジする肌色は女性の実際の肌色に近く、それを若干鮮やかに変化させた色であることがわかる
（4.1.及び4.6.参照）。また、その女性が自身の肌色として想像するのは、実際の肌色よりも黄み
で明るく、鮮やかにしたものである（4.4.参照）。ここで気が付くのは、実測-推測間の差と男女間
の差はほぼ同じ方向性を持つということである。彩度だけはこの限りではないが、実際の肌色を
更に女性方向に強調した色、つまり女性化した色が自己の肌色として推測されるという規則性を
捉えることができる。男女の区別なく、一定の方向性を持つということも興味深いところである。 
こうした記憶色のシフトの背後には、接触してきた情報の影響が第一に考えられる。自人種の
顔については認知がスムーズで、他人種については逆に困難が伴うという、いわゆる自人種優位
効果（own-race bias effect）、或いは他人種効果（other-race effect）においても示されるように、
日々摂取される視覚的な情報が我々の情報処理の基盤を作っているという可能性は高い 10）。また、
顔の認知の発達においても、情報の蓄積が重要なファクターであることが示唆されている。色黒
と男性、色白と女性といったステレオタイプ的対応を顔からの性別判断で適用するのは就学前後
からであり、更に、その後の認知傾向における発達は女児において非常に方向性がクリアである
という特徴も見られている 11）。 
これらのことから考えた場合、推測色における女性方向シフトは、女性側に偏った情報環境に
起因すると推測することもできよう。既に述べた通り、女性に対しては根強い色白要求があるた
め
３）
 、再現される肌も実際以上に色白できめ細かく、美しさが強調されたものとなる。女性の肌
色の情報は色白という明確な方向性を持ち、かつ、化粧品等のCM等によって情報量も増す。こ
のように、ベクトルとして非常に強い存在感を持つ女性の肌色が、男女を問わず、自己の肌色観
に入り込んでいることは想像に難くない。大きく捉えれば、肌色に対する認識の多くを占めるの
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は、女性の肌色に対する世の中の見方であるということにもなろう。 
しかし、時代が変われば再現される肌色も表現される肌色も変わる。化粧のトレンドや価値観
の変化に、我々を取り巻く情報も連動するはずである。1970年の柳瀬ら12)の研究によれば、カラ
ー印刷で再現される女性の肌色は、実際の素肌よりも赤み寄りで明るく、鮮やかという特徴を持
つとされるが、これは、かつての流行がピンク系の化粧肌であったことを色濃く反映していると
いえるであろう13）。本計測においては、実測の結果に対して「思っていた程黄み寄りでなかった」
という感想がよく聞かれたが、各種メディアによって再現される肌の色の存在が自身の肌色に対
するコンプレックスを招き、認識を歪めている側面もあると思われる。 
だが、こうした情報の影響は価値観の面だけに留まらない。実際の姿にも変化を及ぼす。1970
年の柳瀬ら12）によるデータと本研究のデータを比較すると、化粧された実際の女性の頬の色相が
著しく黄赤方向に変化していることがわかる（10.7R→5.265YR）。昨今はより実際の肌色に近い
ナチュラルメイクが主流であり、1970年当時よりも実際に目にする肌色は黄み寄りになっている
といえる。加えて、化粧品や医薬品等に関わる技術の進歩により、なりたい肌へ近づくことも可
能となってきている。既に言及したように、現代の女性の肌色はこの 20 年の間により明るく白
く、黄方向にシフトしているという計測結果がある
８）
 。この変化を支えるのは、日焼け止めの浸
透や機能性の高い化粧品の効果であると考えられている。見せ方だけでなく、実際の肌の色まで
が変わるのである。 
発信される情報の中から実態の変化が生まれ、実態の変化が新たな情報の変化を生む。本研究
の結果は、こうした連関の中で肌色に対する概念体系が築かれ、その概念体系が広く共有されて
いることを示唆するものであると考える。 
 
 
6. 今後の課題 
 
本研究においては、推測される肌色と実際の肌色における特徴の抽出を目指したが、概念色の
形成過程を探るためには、化粧を施した状態の女性の肌色のみならず、素肌の状態で計測するこ
とも必要である。素肌の状態と普段の化粧が施された状態の両方において計測を行い、推測色が
何れに近いのかを探ることが不可欠の課題であるといえる。 
また、本研究では対象者自身の肌色に限って質問を構成したが、自己を超えて、色白肌と色黒
肌の境目や、男性の肌色として好ましい色、女性の肌色として好ましい色を抽出する等のアプロ
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ーチも肌色に対する概念体系を捉えるための一助となるものと推測される。今後はこれらの課題
を中心に、概念化の過程により深く迫って参りたい。 
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